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　平成28年10月21日、学部を超えた分野での連携を進めるために、

高知大学と協定を締結しました。 【詳細は 2頁】  
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一
〇
月
二
一
日
、
四
国
森
林

管
理
局
と
高
知
大
学
と
の
間
で

「
連
携
と
協
力
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
と
高
知
大

学
は
、
昨
年
七
月
に
農
学
部
（
現

農
林
海
洋
科
学
部
）
と
連
携
協

定
を
締
結
し
て
い
ま
し
た
。
そ

の
後
、
理
学
部
等
と
連
携
し
た

合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
や

　
高
知
大
学
と
の
連
携
協
定
に
つ
い
て

～
締
結
式
を
実
施
～〈

四
国
森
林
管
理
局
〉

人
文
社
会
学
部
等
と
連
携
し
た

森
林
鉄
道
の
日
本
遺
産
と
い
っ

た
、
学
部
を
超
え
た
分
野
で
の

連
携
が
進
む
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
協
定

の
範
囲
を
高
知
大
学
の
全
学
部

に
発
展
的
に
拡
大
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

協
定
締
結
後
、
大
山
局
長
か

ら
「
国
民
の
森
林
と
し
て
地
域

に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
今
回
の
締
結

に
よ
り
ま
す
ま
す
地
域
に
協
力

し
て
い
く
。
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
脇
口
学
長
か
ら
は

「
高
知
大
学
は
法
人
化
し
て
以

来
、
環
境
・
人
類
・
共
生
を
テ
ー

マ
に
教
育
組
織
改
革
を
行
っ

た
。
今
後
は
、
我
々
の
持
っ
て

い
る
知
識
と
技
術
と
研
究
力
を

発
揮
し
、
こ
の
協
定
の
遂
行
及

び
実
践
に
向
け
て
ま
い
進
す

る
。
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
記
者
か
ら
の
「
今

回
新
た
に
協
定
を
結
ぶ
こ
と

で
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
の

か
」
の
問
い
に
対
し
て
、
「
魚

梁
瀬
森
林
鉄
道
の
よ
う
に
、
森

林
だ
け
を
捉
え
る
の
で
は
な

く
、
人
を
含
め
た
社
会
全
体
と

し
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
り
歴
史

の
解
明
・
保
存
に
貢
献
で
き
、

地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
。
」

と
脇
口
学
長
が
考
え
を
述
べ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
「
森
林
管
理
局
職

員
の
高
知
大
学
の
講
義
や
実
習

へ
の
派
遣
に
つ
い
て
、
高
知
大

学
の
メ
リ
ッ
ト
は
。
」
の
問
い

に
対
し
て
は
、
「
大
学
教
員
の

み
で
社
会
が
求
め
て
い
る
人
材

を
育
成
す
る
こ
と
は
非
常
に
困

難
で
あ
る
。
し
か
し
社
会
人
の

教
育
力
に
よ
り
学
生
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
。
学
生

た
ち
が
学
び
、
そ
し
て
そ
れ
を

社
会
に
生
か
し
て
ほ
し
い
。
」

大山局長挨拶

脇口学長挨拶

と
期
待
を
述
べ
ま
し
た
。

　

締
結
式
終
了
後
、
こ
れ
ま
で

の
協
定
の
成
果
と
し
て
、
「
森

林
整
備
事
業
に
お
け
る
（
複
数

年
契
約
）
の
取
組
に
つ
い
て
」

当
局
の
福
田
収
穫
係
長
よ
り
事

業
内
容
の
説
明
が
あ
り
、
高
知

大
学
の
松
本
講
師
よ
り
、
こ
の

取
組
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
け
て
、
新
た
な
テ
ー
マ
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
る
「
魚
梁

瀬
森
林
鉄
道
と
暮
ら
し
」
の
研

究
に
つ
い
て
も
高
知
大
学
の
赤

池
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
高
知
大
学
と
幅
広

い
分
野
に
お
い
て
連
携
し
た
取

組
を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
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松
本
講
師
よ
り
報
告

　
本
郷
国
有
林
野
部
長
が
来
高〈

四
国
森
林
管
理
局
〉

　

一
〇
月
一
七
日
、
一
八
日
に

本
郷
国
有
林
野
部
長
が
来
高

し
、
職
員
へ
の
訓
示
と
現
場
の

視
察
を
行
い
ま
し
た
の
で
訓
示

の
内
容
と
視
察
の
概
要
を
紹
介

し
ま
す
。

　

～
国
有
林
野
部
長
訓
示
～

　

国
有
林
は
、
特
別
会
計
か
ら

一
般
会
計
に
移
行
し
た
こ
と

か
ら
、
も
は
や
組
織
の
内
側
で

は
な
く
外
へ
目
を
向
け
る
と
共

に
、
外
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら

れ
て
い
る
の
か
を
意
識
す
る
こ

と
、
地
域
に
国
有
林
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
と
言
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
な
国
有
林
で
あ
る
よ
う
に

と
の
内
容
で
し
た
。

　

特
に
、
後
者
の
部
分
に
つ
い

て
は
、
九
月
の
北
海
道
に
台
風

が
直
撃
し
た
際
、

日
高
地
区
で
午

前
一
時
に
国
道

の
橋
梁
の
流
失

や
林
道
の
崩
壊

に
よ
り
孤
立
集

落
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
日
頃
よ
り
地
元
自
治

体
と
連
携
を
取
っ
て
い
た
日
高

北
部
署
が
速
や
か
に
林
道
の
復

旧
を
行
い
、
午
前
四
時
に
は
孤

立
を
解
消
し
た
と
い
う
事
例
を

示
し
な
が
ら
、
日
常
か
ら
の
地

元
自
治
体
と
の
繋
が
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
実
際
に
地
元
自
治

体
に
貢
献
し
て
い
く
事
の
重
要

性
を
職
員
に
求
め
ま
し
た
。

　

～
現
場
視
察
～

　

四
万
十
署
管
内
と
徳
島
署
管

内
で
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

四
万
十
署
管
内
で
は
、
四
万

十
森
林
組
合
で
ヒ
ノ
キ
の
集
成

材
や
家
具
の
製
造
を
視
察
し
、

ブ
ラ
ン
ド
価
値
の
あ
る
家
具
生

産
の
た
め
様
々
な
取
組
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
た
他
、
四
万
十

署
管
内
に
お
け
る
シ
カ
被
害
防

止
に
向
け
た
低
コ
ス
ト
再
造
林

試
験
地
で
は
、
森
林
技
術
セ
ン

タ
ー
が
試
験
的
に
実
施
し
て
い

る
シ
カ
防
護
柵
や
各
苗
木
に
施

し
た
食
害
対
策
の
ガ
ー
ド
の
効

果
や
コ
ス
ト
、
成
長
に
及
ぼ
す

当
局
員
よ
り
事
業
説
明

低
コ
ス
ト
再
造
林
試
験
地
で
の

説
明

治
山
事
業
地
で
の
説
明
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影
響
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ド
ロ
ー
ン
の
デ
モ
フ

ラ
イ
ト
も
行
い
、
現
場
で
の
利

用
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
確
認

し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

徳
島
署
管
内
で
は
、
西
山
地

区
の
大
規
模
な
治
山
事
業
地
の

視
察
で
、
ド
ロ
ー
ン
に
よ
る
空

撮
映
像
も
見
な
が
ら
現
場
の
状

況
の
説
明
を
受
け
た
後
、
他
の

地
域
と
比
較
し
て
移
動
速
度
が

速
い
と
い
う
特
徴
の
あ
る
地
す

べ
り
地
帯
で
の
治
山
工
事
を
実

施
す
る
際
の
工
夫
や
苦
労
等
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

　

四
国
森
林
管
理
局
と
し
ま
し

て
は
、
今
後
と
も
国
有
林
の
使

命
を
果
た
し
つ
つ
、
地
域
に
貢

　
三
嶺
で
関
係
機
関
が
連
携
し

　
シ
カ
捕
獲
を
実
施

〈
技
術
普
及
課
〉

　

一
〇
月
二
日
、
香
美
市
物
部

町
の
シ
カ
被
害
が
深
刻
な
三
嶺

山
系
に
お
い
て
、
関
係
機
関
（
四

国
森
林
管
理
局
、
高
知
県
、
香

美
市
、
香
美
猟
友
会
、
山
岳
団

体
、
自
衛
隊
等
）
約
一
〇
〇
名

の
連
携
に
よ
り
、
捕
獲
を
実
施

し
一
〇
頭
の
シ
カ
を
捕
獲
し
ま

し
た
。

　

こ
の
三
嶺
山
系
は
、
多
く
の

登
山
者
が
訪
れ
る
景
観
豊
か
な

地
域
で
す
が
、
約
一
〇
年
前
か

ら
、
シ
カ
の
急
激
な
生
息
数
の

増
加
に
よ
り
、
サ
サ
等
の
下
層

植
生
や
樹
齢
二
〇
〇
年
以
上
の

モ
ミ
等
の
樹
木
が
枯
死
す
る
な

ど
、
深
刻
な
シ
カ
被
害
が
発
生

し
、
貴
重
な
自
然
が
失
わ
れ
て

い
る
状
況
で
し
た
。

　

こ
の
失
わ
れ
た
自
然
を
取
り

戻
す
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
シ
カ
防
護
ネ
ッ
ト
等
の
設

置
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
防

護
す
る
に
も
限
界
が
あ
り
、
シ

カ
の
生
息
頭
数
を
減
ら
す

こ
と
が
課
題
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
高
知
県
や
香
美
市
に

よ
る
銃
で
の
シ
カ
捕
獲
、

高
知
中
部
署
に
よ
る
囲
い

ワ
ナ
で
の
捕
獲
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
三
嶺
地

区
に
は
、
こ
れ
ら
の
方
法

で
の
捕
獲
が
困
難
な
エ
リ

ア
が
あ
り
、
こ
の
エ
リ
ア

が
シ
カ
の
逃
げ
込
み
場
、
繁
殖

地
等
と
な
り
、
効
果
的
な
捕
獲

を
す
る
上
で
大
き
な
障
害
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
二
五
年
度

に
関
係
機
関
が
連
携
し
て
、
こ

の
エ
リ
ア
で
の
捕
獲
を
実
施
す

る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

平
成
二
八
年
度
（
高
知
県
特
定

鳥
獣
保
護
管
理
計
画
の
終
期
）

ま
で
を
実
施
期
間
と
し
、
今
回

で
三
回
目
の
捕
獲
と
な
り
ま
し

た
。
初
回
の
平
成
二
六
年
度
は

四
頭
、
二
回
目
の
昨
年
度
は
六

頭
の
成
果
で
し
た
が
、
猟
友
会

の
意
見
に
よ
る
実
施
方
法
等
の

検
討
を
行
い
、
今
回
は
一
〇
頭

と
過
去
最
高
の
捕
獲
と
な
り
ま

献
す
る
国
有
林
を
目
指
し
た
取

組
を
一
層
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

出
発
前
の
打
ち
合
わ
せ
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し
た
。

　

こ
れ
ま
で
関
係
機
関
が
連
携

し
て
三
回
の
捕
獲
を
実
施
出
来

た
こ
と
は
、
一
般
登
山
者
や
県

民
へ
の
シ
カ
対
策
の
必
要
性
の

啓
発
、
民
国
連
携
の
取
組
に
よ

る
シ
カ
被
害
対
策
に
対
す
る
共

通
認
識
の
醸
成
が
で
き
、
捕
獲

頭
数
の
数
字
で
は
表
せ
な
い
部

分
が
非
常
に
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
和
歌
山
県
庁
が
現
場
調
査

〈
森
林
整
備
課
〉

　

一
〇
月
一
一
日
、
和
歌
山
県

農
林
水
産
部
森
林
整
備
課
か
ら

五
名
が
来
局
さ
れ
、
四
国
森
林

管
理
局
の
伐
採
か
ら
植
栽
ま
で

の
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
や
効
率

的
な
路
網
整
備
等
に
つ
い
て
の

取
組
な
ど
、
先
進
的
事
例
の
調

査
と
し
て
現
地
調
査
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
和
歌
山
県
は
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
る
立
木
販

売
か
ら
下
刈
ま
で
の
契
約
の
実

施
や
森
林
資
源
の
循
環
利
用
や

林
業
成
長
産
業
化
の
早
期
実
現

を
目
指
し
森
林
を
経
済
林
と
環

境
林
を
区
分
し
、
支
援
事
業
を

強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
な
ど

先
進
的
な
取
組
を
実
施
し
て
い

る
県
で
す
。

　

今
回
四
国
局
で
案
内
し
た
箇

所
は
、
嶺
北
森
林
管
理
署
管
内

の
誘
導
伐
及
び
コ
ン
テ
ナ
苗
植

栽
箇
所
と
保
育
間
伐
活
用
型
の

箇
所
で
す
。

　

誘
導
伐
と
コ
ン
テ
ナ
苗
植

栽
箇
所
は
す
で
に
事
業
が
終

了
し
て
い
る
箇
所
で
は
あ
り

ま
す
が
、
平
成
二
六
年
当
時
、

誘
導
伐
の
実
行
状
況
に
合
わ

せ
枝
条
存
置
に
よ
る
地
拵
と

コ
ン
テ
ナ
苗
に
よ
る
植
栽
を

追
加
発
注
し
、
現
在
で
い
う
一

括
発
注
の
よ
う
な
取
組
で
事
業

の
低
コ
ス
ト
化
を
図
っ
た
箇
所

で
す
。

　

現
地
で
は
署
長
に
よ
る
管
内

概
要
説
明
と
現
地
の
説
明
、
管

轄
の
首
席
森
林
官
か
ら
は
、
事

業
上
の
問
題
点
も
含
め
た
考
察

が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
歌
山
県
の
職
員
か
ら
は
枝

条
処
理
の
取
り
扱
い
や
シ
カ
対

策
の
必
要
性
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の

需
給
状
況
な
ど
の
質
問
が
あ
り

問
題
点
の
共
有
が
で
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

保
育
間
伐
活
用
型
の
箇
所
で

は
、
事
業
体
の
川
井
木
材
よ
り

作
業
シ
ス
テ
ム
等
の
説
明
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
現
場
で
は
、
タ
ワ
ー

ヤ
ー
ダ
と
ウ
ッ
ド
ラ
イ
ナ
ー
、

ハ
ー
ベ
ス
タ
等
の
高
性
能
林
業

機
械
を
導
入
し
て
お
り
、
先
進

的
な
事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
も
導
入
台
数
の
少
な

い
高
性
能
林
業
機
械
で
あ
り
、

そ
の
高
性
能
林
業
機
械
を
効
率

よ
く
使
用
す
る
作
業
シ
ス
テ
ム

と
し
て
、
興
味
深
く
質
問
等
を

配
置
場
所
へ
移
動

造
林
調
査
地
で
の
説
明
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さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
今
回
は
和
歌
山
県

に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

受
け
身
だ
け
で
な
く
積
極
的
な

発
信
と
し
て
今
後
も
四
国
森
林

管
理
局
の
取
組
を
広
く
情
報
発

信
す
る
こ
と
に
よ
り
相
互
で
経

験
・
学
習
し
な
が
ら
林
業
技
術

の
発
展
を
図
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
第
二
回
無
人
航
空
機
の
講
習
会
実
施

〈
企
画
調
整
課
〉

　

五
月
の
第
一
回
無
人
航
空
機

講
習
会
で
は
、
三
六
名
を
受
講

者
登
録
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他

の
職
員
か
ら
災
害
調
査
や
森
林

調
査
な
ど
に
無
人
航
空
機
を
使

用
し
た
い
と
の
要
望
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
一
〇
月

一
二
日
、
嶺
北
森
林
管
理
署
会

議
室
で
改
正
航
空
法
の
規
制
内

容
や
機
材
の
仕
組
み
等
の
講
義

お
よ
び
、
早
明
浦
ダ
ム
下
流
河

川
敷
に
お
い
て
無
人
航
空
機
の

操
縦
方
法
を
習
熟
す
る
た
め
、

第
二
回
無
人
航
空
機
の
講
習
会

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
第
一
回
と
同
じ
株

式
会
社
竹
谷
商
事
（
本
社
・
大

阪
市
）
の
山
本
課
長
を
講
師
と

し
て
、
森
林
管
理
局
・
署
の
職

員
五
二
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
の
座
学
で
は
、
無
人

航
空
機
の
飛
行
ル
ー
ル
の
徹
底

や
無
人
航
空
機
を
飛
行
さ
せ
る

た
め
の
準
備
、
注
意
事
項
に
つ

い
て
、
午
後
か
ら
は
、
早
明
浦

ダ
ム
下
流
河
川
敷
に
移
動
し
、

五
機
の
無
人
航
空
機
で
操
作
方

法
を
学
習
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
会
で

ド
ロ
ー
ン
を
初
め
て

触
っ
た
者
が
殆
ん
ど
で
、

「
思
っ
て
た
以
上
に
操
縦

は
簡
単
だ
っ
た
。
」「
も
っ

と
練
習
し
て
上
手
に
操

縦
で
き
る
よ
う
に
な
り

た
い
。
」
、
「
こ
れ
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
業
務
に
利

用
し
て
い
き
た
い
。
」
な

ど
の
意
見
が
出
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
講
習
で
、
全
職
員
の

二
割
が
無
人
航
空
機
の
操
縦
が

可
能
と
な
っ
た
。
今
後
も
四
国

森
林
管
理
局
管
内
の
各
種
森
林

調
査
や
災
害
状
況
把
握
等
を
は

じ
め
と
し
て
様
々
な
分
野
に
活

用
す
る
と
と
も
に
、
技
術
の
発

信
に
努
め
た
い
。

生
産
調
査
地
で
の
説
明

無
人
航
空
機
の
飛
行
準
備

操
作
方
法
学
習
状
況
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「
二
校
で
年
間
を
通
し

た
森
林
環
境
教
育（
空

飛
ぶ
種
子
）
を
実
施
」

〈
四
万
十
ふ
れ
あ
い
　
　

推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

九
月
一
二
日
に
松
野
町
立
松

野
西
小
学
校
四
年
生
一
八
名
、

九
月
二
九
日
に
宿
毛
市
立
小
筑

紫
小
学
校
五
年
生
一
〇
名
を
対

象
に
、
両
校
と
も
今
年
度
第
三

回
目
の
森
林
環
境
教
育
と
し
て

「
空
飛
ぶ
種
子
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
草
や
木
の
種
子
の

特
徴
や
樹
木
が
様
々
な
方
法
で

種
子
を
散
布
す
る
方
法
に
つ
い

て
の
学
習
で
す
。

　

風
を
利
用
し
運
ば
れ
る
種
子

も
あ
れ
ば
、
甘
い
果
実
で
覆
わ

れ
た
種
子
は
、
動
物
に
食
べ
ら

れ
て
フ
ン
と
一
緒
に
散
布
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、
水
に
浮
い
て
流

れ
て
、
散
布
す
る
種
子
も
あ
り

ま
す
。
さ
や
が
は
じ
け
た
り
、

ド
ン
グ
リ
の
よ
う
に
転
が
っ
て

散
布
す
る
植
物
な
ど
、
植
物
が

さ
ま
ざ
ま
な
方
法
で
種
子
を
散

布
す
る
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
い
ろ
い
ろ
な
種
子

の
実
物
を
見
せ
て
説
明
し
、
そ

の
な
か
で
、
「
カ
エ
デ
」
「
テ
イ

カ
カ
ズ
ラ
」
「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」

（
東
南
ア
ジ
ア
産
の
ウ
リ
科
の

植
物
）
の
風
や
翼
を
使
っ
て
飛

ぶ
種
子
が
、
実
際
に
ど
の
よ
う

に
飛
ぶ
か
を
実
物
を
使
っ
て
観

察
し
ま
し
た
。
大
き
な
翼
を
持

つ
種
子
「
ア
ル
ソ
ミ
ト
ラ
」
が

グ
ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
に
飛
ぶ
様

子
に
「
オ
ー
」
と
驚
い
て
い
ま

し
た
。

　

次
に
、
「
ニ
ワ
ウ
ル
シ
」
「
ラ

ワ
ン
」
「
マ
ツ
」
「
ア
ル
ソ
ミ
ト

ラ
」
の
種
子
の
模
型
を
ス
チ
レ

ン
シ
ー
ト
や
色
紙
等
を
使
っ
て

作
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
教
室
や
体
育
館
な

ど
で
種
子
模
型
を
飛
ば
す
と
、

く
る
く
る
と
回
り
な
が
ら
落
ち

空
飛
ぶ
種
子
学
習
の
様
子

種
子
模
型
作
製
の
様
子

種
子
模
型
を
飛
ば
し
て
み
よ
う

種
子
実
験
装
置
で
飛
ば
し
て
み

よ
う
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て
く
る
様
子
や
、
ふ
わ
っ
と
滑

空
す
る
様
子
が
「
お
も
し
ろ
い
」

と
何
度
も
み
ん
な
で
飛
ば
し
っ

こ
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
終
わ
り
の
挨
拶
の

中
で
、
草
や
木
が
種
を
ま
く
方

法
に
、「
風
を
利
用
す
る
」
、「
動

物
を
利
用
す
る
」
、
「
水
を
利
用

す
る
」
、「
自
分
の
力
で
飛
ば
す
」

と
い
う
大
き
く
分
け
て
四
つ
の

方
法
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。
ま
た
、
色
々
な
種
子
が

あ
っ
て
色
々
な
飛
び
方
が
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
と
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
学
習
等
を
通
じ
て
、

児
童
の
草
や
木
、
自
然
に
対
す

る
興
味
へ
の
入
り
口
と
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

香
川
労
働
局
等
と
合

同
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

を
実
施

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

九
月
一
三
日
、
奈
良
ノ
木
国

有
林
保
育
間
伐
（
活
用
型
）
事

業
請
負
現
場
（
特
定
香
川
県
森

連
・
香
川
西
部
森
林
組
合
素
材

生
産
共
同
事
業
体
）
に

お
い
て
、
香
川
労
働
局
、

丸
亀
労
働
基
準
監
督
署

の
担
当
官
と
合
同
で
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

所
轄
す
る
労
働
基
準

監
督
署
と
の
合
同
安
全

パ
ト
ロ
ー
ル
は
ほ
ぼ
毎

年
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

今
回
は
香
川
労
働
局
か
ら
労
働

基
準
部
長
と
健
康
安
全
課
長
も

参
加
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い

ま
し
た
。

　

香
川
県
に
お
け
る
林
業
・
木

材
産
業
に
お
け
る
労
働
災
害

は
、
事
業
体
数
が
少
な
い
に
も

か
か
わ
ら
ず
昨
年
来
二
九
件
も

の
災
害
が
発
生
し
て
お
り
、
そ

の
抑
止
が
喫
緊
の
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
香
川
所
か

ら
四
国
局
管
内
で
発
生

し
た
請
負
事
業
体
の
災

害
事
例
を
も
と
に
、
チ
ェ

ン
ソ
ー
、
か
か
り
木
、

滑
落
等
に
よ
る
災
害
が

多
発
傾
向
に
あ
る
こ
と

を
説
明
し
た
あ
と
、
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
。
香
川

労
働
局
に
お
い
て
は
、
林
業
の

現
場
を
直
接
視
察
す
る
機
会
は

あ
ま
り
な
い
と
の
こ
と
で
、
雨

上
が
り
の
中
、
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー

を
使
っ
た
造
材
作
業
等
に
つ
い

て
熱
心
に
点
検
、
高
性
能
林
業

機
械
が
主
役
と
な
っ
て
様
変
わ

り
し
た
林
業
の
現
場
作
業
に
驚

い
た
様
子
で
し
た
。

　

な
お
、
労
働
局
の
労
働
基
準

部
長
は
一
〇
月
二
五
日
の
全

国
林
材
業
労
働
災
害
防
止
大
会

に
お
い
て
講
演
を
行
う
予
定
に

な
っ
て
い
ま
す
。

安
全
点
検
の
様
子

造
林
作
業
に
つ
い
て
点
検


